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企業年金の積み立て不足を全額計ｌｌすることが決まった。
簿外に債務を世けた従来の会計雌準を見直す影響は大きい。
超低金利で債務は増大。複雑なルールでその透明度は低い。
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１だ計基準を設定する介業１々 、ｉｌ・基叩喬Ｉ
Ｈ会（ＡｓＢＪ）が、企業乍金の積みφ：てｊ
不足を貸借対照ｊＪこ令額計上する会ａｊイ
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Ｊ、叫１を２０１４乍３月川の連砧決算から適

川することを決めた。現在のに計堵叩
で、沁外口心ヽておけるｈ‘ｌみＩＩ？ｌて不足

をー一気にｔｌｆｌ‘μ抱！友こ；卜工すれば、几

ｆｌ’１が忽川する。
-・方で、川債（１０年物）の市場金利

か１％前後という赳瓜金利が長阻｜化し
たことで、それｇ勁ヽら算川する１業年ｌ

ｌｌのｆＭ（退｜能Ｆｔｈｌｉｌｌ）は今後よ

吸と膨らみかねない。積み立て不足の
もとになる辿職給ｆ寸債務か拡人しかね

ない巾で、負債に全組計上しなければ

ならないわけで、特に積立不足額の大
きな企業にとっては経営への影響は人

きくなる。

Ｊぐ半が割引率を下げている
２０１０年１２月期に刮引率２，５％たった
企業の２０１１年１２月期の割引串
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もともと。２０１２１１Ｅ：ＩＪｊ川から適Ｊｌｊの

予定だったが、影響を懸念した奎柴の

反発か強く、上叫企業に対する回際会

計基準（ＩＦＲＳ）の強制適川を光送りす
るとともに見送られてきた、ェ

１梨乍金公什では、企業は□：員など
の将火の年公・・ａ卜、回節友訟荷£・について、
ＪＩ｀１時点までの必要額を算出する。これ

が辿職糸ｒｌ付債務だが、その峙点までに

此ＪＴＩ処川した額（退職給付引当金）と

年金資産のｒ仙［額がその債務割に川い

ていないと積みなて不足になる。

現在の会、ｌｌ・！ぶ¶‘Ｓではこれを１・数年程１
７１１１缶践ｊｉｌ帆砂ｔ丿、戸Ｊ・祁アキ／７ＪＬＩ度て’ｆが｜ミ費川処ｐ１１することかでき、処

理後の残額は決算書に簿外危陥として

注記すればいいことになっている。
新１．いＪ、昨は、このｉふ外ｋｌ旧処１１１１を

｜なくすことで、同様の会計ｊ、呼を雌にｉ

今後、割りｌ率ドげに動くか
耗資産に対する積立不足比率の
高い企業の割引率の状況

畦：Ｂ経３００皿用で、２０１０年１２目期に割引率が２．５％だった注：日廿３００採刷の３月朋決算企笑で連結純貫雇に対する佃
企業の２Ｇ１１年１２月期の割引率を見たキリンホールディン立不足比まが熹い企業の割引窄の状況を兄た。＊は２０１２
クスはグＪレーブ内に複数の割引率がある牟３月期も同じ割引率になっている

出所：大和総研の冑料を冬に本誌作成（右表も同じ）
し ＿ ＿ ＿ ． ＿ ． ＿ ． ． ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

２０ＭＫＫＥＩＢＵＳＩＮＥＳＳｓ２０１２、５、２１
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ｉ年金積み立て不足計上の衝撃
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導人済みの未１１１１ｆＵＩ-ＪＩ叫！や、２０１３乍１

月から適川予定としているＩＦＲＳ並み
に透明度を鳥めることを狽った。

た｀が、彫響はこれだけではない、懸

念の１つは、介利の似ドで退職綸ｆヽｊ’債

務を算川する際に使う割引率という数
値が低ドし、ｆ１１１務か膨らむ恐れのある
ことだ。’トの左衣で１１経３００採用銘柄

のうち１２月川決算企業を見ると、割

引率が２．５％とやや高めだった包業の
ノに｀｜功叩」引率を引き下げている。

割一川１以算急急にもその恐れがあ

り、ド右表のように雌に積み、ｙで不足
か大きくなっている企柴をはじめ、そ

の彫響には沁愚が必要になる。

ＴＪｌａｌはもう】つある、バ｜；り・Ｊｉ率自休は、
国ｋｌｌや政府機関川怜付けがダブルＡ

格以りｊＭ澗の利口りなどを糾みａわ

せて丿算する。ところが、企柴によっ
てその力法が異なるため、「公利が低

ドしても割引率をドげるところとそう

でないところが川ているＪＧｉｉ’ｌｇ寛昭・

人和総研コンサルテｆングソリューシ｜
ョ ン 部 次 長 ） の で あ る ． ｜

｜

企業ごと異なる積み立て不足計算

当然、介災によってＪｌｊ職卜ｆ沁」’債務と
ｌｙｌみ、ｙて不足拡人のｆｌ：方か変わってく

るわけで、投資取にとっては極めて分
かりにくい事態となる。火際、前述の

ように１２月川決算で割引率の臨い企

業は人半か前１りＪ決算で引き下げている
か、２０１２乍：３川リｊ決算では同じく２．５
‘、’もの？；日：通やＮＥＣはドげていない。

新しい１な計球準は、こうしだ川也”
を抱えたままでのスタートとなるが、｜
Γ企叉財隋への影響か大きいため、簡｜

川こは統-できない」「公氏醤影人アヴ」
ァンティア法人代表の小竹ｊｌｉ、Ｉ低）と｜

、柚れる、企靭丿務の透｜ｌｌｊ度｜川ｌのた｜

めの課也は、基叩改定後もなお残され｜
ている。（編集委員田村賢司）●］
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